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033 ごみ減量化・資源化の推進

Ⅱ 安全で快適に暮らせる持続可能なまち（生活・環境）

04 循環型社会の形成
生活環境部 ごみ減量推進
課

ごみの減量や資源化を推進し、環境負荷の低い循環型社会が形成され、ごみの発生が抑制されています。

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

H29年度

ごみの減量やリサイクルに取り組んでいる市民の割合については、平成２６年度から市民意識調査のアンケートが３択式から６択式に変わったため
、基準値より実績が低くなっている。

167,276,000 156,650,000 152,508,000 153,887,000 171,972,000

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

12,821,000 1,584,000 1,786,000 1,962,000 1,970,000

154,455,000 155,066,000 150,722,000 151,925,000 170,002,000

167,276,000 156,172,000 152,501,000 153,913,000 0

144,757,156 143,070,104 139,703,615 141,620,863 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

14,983,514 1,912,566 2,004,706 1,805,923 0

129,773,642 141,157,538 137,698,909 139,814,940 0

86.5 91.6 91.6 92.0 0.0

12.79 13.42 18.79 17.70 0.00

102,222,387 102,176,592 146,397,456 137,927,303 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0 0 0 0 0

3,761,806 5,526,114 5,122,171 8,738,338 0

250,741,349 250,772,810 291,223,242 288,286,504 0

①ごみの減量やリサイクルに取り
組んでいる市民の割合

91.6

％

74.4 73.1 72 -

80.0 78.6 77.4 0.0

93

②市民１人当たりのごみ・資源の
排出量

645

g／日

633 631 617 -

94.0 94.3 96.4 -

595
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ごみの減量やリサイクルに取り組んでいる市民の割合については、平成２６年度から市民意識調査のアンケートが３択式から６択式に変わったため
、基準値より実績が低くなっている。

・ 平成２７年度から、３Ｒ施策を進めるという明確な意思を示すことから「リサイクル係」を「３Ｒ推進係」とした。
・ ごみ減量・３Ｒの推進については、広報やごみ新聞、３Ｒ通信による啓発及び自治会説明会や街頭キャンペーンなど積極的なＰＲ活動を行った
ほか、新たに食品ロス等の関する情報紙「エコレシピのすゝめ」を発行した。
・ 市・産学官・農家の方との協働・連携により、給食残渣を活用した生ごみ資源循環モデル事業を行い、一定の成果が得られたことを受け、これ
までの給食残渣から、自治会との協働連協による、家庭ごみの生ごみ資源循環モデル事業に切り替えて実施した。
・ 昨年に引き続き、府中市ごみ減量等推進市民会議を開催した。
・ 平成２８年度、平成２９年度の２年間で府中市一般廃棄物処理基本計画について見直しを行うため府中市廃棄物減量等推進審議会を設置した。

・ 各種ごみ減量・３Ｒの取組を展開してきたところではあるが、ごみ改革から数年が経過したことから、今一度市民・事業者には、ごみの分別や
ごみ減量・３Ｒの推進の必要性について再確認していただく必要があること、また、景気の動向や消費税の動向により、ごみ量は変化していくと考
えられるため、より一層のごみ減量・３Ｒへの意識向上を図る必要がある。

・ 引き続き、府中市ごみ減量等推進市民会議の意見やアイデアを施策に反映させる。
・ 事業者に対して店頭回収の推進・レジ袋の削減や過剰包装の抑制などを働きかける。
・ ごみ減量・３Ｒに関する啓発事業を積極的に展開し、特にリデュース・リユースの意識向上を図っていく。

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

やや遅れているが、概ね順
調

やや遅れているが、概ね順
調

遅れが生じている。このま
までは目標達成が難しい

市民１人当たりのごみ資源
の排出量については前年比
− １２ｇとなった。

市民１人当たりのごみ・資
源の排出量は、基準値から
− １４ｇとなった。

市民１人当たりのごみ・資
源の排出量は、基準値から
− ２８ｇとなった。

ごみ減量やリサイクルに取
り組んでいる市民の割合は
、調査内容が変わったこと
により大幅に減少した。

ごみの減量やリサイクルに
取り組んでいる市民の割合
が、前年比１．３ポイント
下がった。なお、基準値か
らの大幅な減少は前年の理
由のとおり。

ごみの減量やリサイクルに
取り組んでいる市民の割合
が、前年比１．１ポイント
下がった。なお、基準値か
らの大幅な減少は前年の理
由のとおり。



【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

事業種別

【進捗状況】

事業種別

４か年事業費計(単位:千円)

４か年事業費計(単位:千円)

所管部署

事務事業名称
４か年事業（上段：計画、下段：評価）

【進捗状況】

所管部署

４か年事業費計(単位:千円)

所管部署

事業種別

６　主要な事務事業の進行管理
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平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

※４か年事業費計は、第６次府中市総合計画策定時に算出したもので、今後の予算編成等により、実際の予算額と差が生じる場合があります。
　また、工事等に関する部分は、経常的経費とは異なるため、算定から除いています。

集団回収推進事業

生活環境部 ごみ減量推進課

主要な事務事業

379,748

大規模な集合住宅や未実施
の自治会などに集団回収の
実施を促し、集団回収の拡
充に努める。

大規模な集合住宅や未実施
の自治会などに集団回収の
実施を促し、集団回収の拡
充に努める。

大規模な集合住宅や未実施
の自治会などに集団回収の
実施を促し、集団回収の拡
充に努める。

大規模な集合住宅や未実施
の自治会などに集団回収の
実施を促し、集団回収の拡
充に努める。

やや遅れているが、概ね順
調

やや遅れているが、概ね順
調

やや遅れているが、概ね順
調

実施団体数は微増となった
が、新聞を取らない世帯の
増加などもあり、微減であ
った。

実施団体数は、集合住宅は
増えたが、子供会・老人会
が減ったため横ばい。回収
量も缶は増えたが、新聞・
びんが減り、全体としては
横ばい。

実施団体数としては、子供
会などが微減となったが、
自治会が増えたため全体と
しては微増であった。
また、回収量は缶が微増、
新聞・古紙・古布が減少し
、全体としては減少となっ
た。

ごみ減量運動啓発事業

生活環境部 ごみ減量推進課

主要な事務事業

157,268

ごみ減量・３Ｒの推進を広
く市民にＰＲするとともに
、正しい分別方法について
周知を図ることによりさら
なるごみの減量を進める。

ごみ減量・３Ｒの推進を広
く市民にＰＲするとともに
、正しい分別方法について
周知を図ることによりさら
なるごみの減量を進める。

ごみ減量・３Ｒの推進を広
く市民にＰＲするとともに
、正しい分別方法について
周知を図ることによりさら
なるごみの減量を進める。

ごみ減量・３Ｒの推進を広
く市民にＰＲするとともに
、正しい分別方法について
周知を図ることによりさら
なるごみの減量を進める。

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

ごみ減量推進大会の実施を
始め、街頭キャンペーンな
ど市民の方々と共にごみ減
量の意識啓発を行った。

イベントやキャンペーンで
の啓発活動に加えて、広報
ふちゅうやテレビ広報「ま
るごと府中」、ごみ新聞「
府中のごみ」、３Ｒ通信な
どにより、市民に広く啓発
活動を行なった。

基本的なごみの出し方や分
別を交えつつ、３Ｒの取組
みについて啓発を行った。
また、発行物などの内容と
イベントなどでの啓発内容
に連動性を持たせ、より厚
みのある啓発活動を実施し
た。ごみ減量・３Ｒ推進大
会及び住民説明会の参加者
数は昨年度より増加した。

生ごみ資源有効活用推進事業

生活環境部 ごみ減量推進課

主要な事務事業

12,516

生ごみ資源循環型モデル事
業の最終年度であることか
ら、事業終了後の展望を検
討し、併せて本事業の報告
書を作成する。

家庭生ごみの減量に向け、
生ごみ処理機「キエーロ」
の個人モニター制度を実施
する。また、団体向けには
機械式大型生ごみ処理機及
びキエーロを利用した検証
事業を展開する。

個人・団体向けキエーロ検
証事業について、報告書を
作成し、次年度以降の施策
を検討する。また、機械式
大型生ごみ処理機の検証を
引き続き実施するとともに
今後の展望をまとめる。

検証結果を踏まえ、生ごみ
に資源化及び減量化施策を
実施する。

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

やや遅れているが、概ね順
調

やや遅れているが、概ね順
調

主にモデル事業終了後の展
望について、委員会・作業
部会でまとめ、委員長より
市長への提言をした。また
、最後までトラブルを起こ
すことなく、安全に資源化
装置の運転を終了した。

個人・団体向け「キエーロ
」モニター検証事業を実施
した。また、自治会との協
働により、資源化装置によ
るモデル事業を実施した。

家庭系食品残渣からたい肥
を生産する点に関しては成
功したが、装置の故障等に
より、実施方法の修正を余
儀なくされた。今後の方向
性については29年度以降も
引き続き検討を行う。
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H28年度 H29年度 優
先
度当初予算額 決算額

当初予算額
事務事業の概要

事務事業
評価/

総合評価

重
要
度

事務事業名

事
業
種
別

人
件
費
事
業

７　構成事務事業の評価 （単位：円）

H28年度 H29年度

1 清掃関連広域連携事業 30 155,000 155,000 155,000 全国都市清掃会議運営費及び三多
摩清掃施設協議会運営会費

B 1 B C

2 集団回収推進事業 30 82,307,000 74,884,822 79,835,000 ごみ減量及びリサイクル活動の推
進のため、資源物回収を行う。

B 1 A A

3 ごみ減量運動啓発事業 30 17,193,000 12,783,808 16,492,000 ごみ減量の啓発 B 1 A A

4 リサイクル推進事業 30 38,142,000 38,684,163 62,414,000 粗大ごみから出た家具などを再生
し、リサイクルの推奨を行う。

B 1 B B

5 地域ごみ対策推進事業 30 588,000 553,189 564,000 地域住民のごみ減量とリサイクル
推進活動

B 3 A B

6 生ごみ資源有効活用推進事業 30 2,730,000 2,644,987 0 生ごみの堆肥化 D 3 B B

7 ごみ排出指導事業 30 5,429,000 5,079,696 5,769,000 ごみ排出事業 B 1 A B

8 ごみ減量化処理機器購入補助事業 30 1,900,000 1,497,500 3,000,000 ごみ減量化処理機器購入費補助金
交付

B 1 A B

9 一般廃棄物処理基本計画策定事業 10 5,443,000 5,337,698 3,743,000 一般廃棄物処理基本計画の策定 D 3  −  −

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合 計 153,887,000 141,620,863 171,972,000
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034 ごみの適正処理の推進

Ⅱ 安全で快適に暮らせる持続可能なまち（生活・環境）

04 循環型社会の形成
生活環境部 ごみ減量推進
課

ごみの収集・中間処理・最終処分の各段階において適正な処理を推進することにより、施設の延命化が進んでいます。

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

H29年度

最終処分場への搬入量については、スラグ化・メタル化の廃止に伴い、搬入量が増加した。

3,637,696,000 3,549,660,000 3,587,853,000 3,324,433,000 2,995,846,000

0 0 0 0 0

172,900,000 205,300,000 163,000,000 163,000,000 163,000,000

0 0 0 0 0

1,039,506,000 1,028,624,000 1,061,560,000 1,047,969,000 1,051,903,000

2,425,290,000 2,315,736,000 2,363,293,000 2,113,464,000 1,780,943,000

3,642,894,000 3,564,573,000 3,586,603,000 3,324,433,000 0

3,627,768,414 3,542,007,806 3,576,830,232 3,312,543,945 0

0 0 0 0 0

170,639,000 189,125,000 171,742,000 227,552,000 0

0 0 0 0 0

1,063,353,675 1,065,329,494 1,061,165,633 1,029,003,609 0

2,393,775,739 2,287,553,312 2,343,922,599 2,055,988,336 0

99.6 99.4 99.7 99.6 0.0

30.21 30.58 19.21 19.30 0.00

241,449,437 232,828,628 149,669,778 150,395,308 0

3.00 3.00 2.00 1.00 0.00

9,714,231 10,052,169 6,538,966 3,217,657 0

9,767,797 13,827,645 5,781,875 10,021,946 0

3,888,699,879 3,798,716,248 3,738,820,851 3,476,178,856 0

①最終処分場への搬入量

1,954

ｔ

1,458 1,415 3,893 -

123.5 127.2 46.2 -

1,800

②市民１人当たりの多摩川衛生組
合への搬入量

465

ｇ／日

460 455 445 -

93.5 94.5 96.6 -

430

③市民１人当たりのリサイクルプ
ラザへの搬入量

146

ｇ／日

142 143 140 -

95.1 94.4 96.4 -

135
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最終処分場への搬入量については、スラグ化・メタル化の廃止に伴い、搬入量が増加した。

・ 最終処分場への搬入量については、焼却灰のスラグ化やメタル化の廃止に伴い増加している。
・ 廃棄物収集運搬事業については、定期的なミーティングを行い、安定的かつ効率的で適正な収集運搬が行えるよう努めている。また、平成２７
年度から収集車両にＡＥＤを搭載し、協働のまちづくり及び安全安心なまちづくりに寄与している。なお、平成２８年度のＡＥＤ使用実績はなし。
・ リサイクルプラザでは、平成２７年度よりガラス・陶磁器類の再資源化処理を開始した。
・ 処理の効率化、及び不適物混入による火災等の事故防止のため、汚れた容器包装プラスチックを「燃やさないごみ」から「燃やすごみ」へ変更
し、小型充電式電池類を「危険ごみ」としての回収を開始した。

・ 多摩川衛生組合での焼却灰のスラグ化の廃止に伴い、最終処分場への焼却灰の搬入量が増加したことによる負担金の増加が必至である。　

・ 燃やすごみを焼却している多摩川衛生組合の運営について他の構成市とも連携しながら、安定的かつ効率的な運営に努める。
・ 更なる再資源化品目の追加や処理方法を研究する。

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

最終処分場への搬入量は目
標値を下回っている。
リサイクルプラザへの搬入
量は基準値よりも下げるこ
とができ、目標値に近づき
つつある。

最終処分場への搬入量は基
準値を− ５３９ｔとなって
おり、目標値も下回ってい
る。

多摩川衛生組合への搬入量
は、基準値から− ２０ｇと
なっており、目標値に近づ
きつつある。
リサイクルプラザへの搬入
量は基準値から− ６ｇとな
っており、目標値に近づき
つつある。

多摩川衛生組合への搬入量
をもう少し減少させる必要
がある。

多摩川衛生組合への搬入量
は、減少傾向にあるが、計
画年度中に目標値に届くに
は厳しい状況となっている
。
リサイクルプラザへの搬入
量は基準値からは− ３ｇだ
が、前年度からは横ばいで
、目標値に近づけなかった
。

最終処分場への搬入量は、
スラグ化・メタル化の廃止
に伴い搬入量が増加したた
め、計画年度中に目標値に
届くには厳しい状況となっ
ている。



【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

事業種別

【進捗状況】

事業種別

４か年事業費計(単位:千円)

４か年事業費計(単位:千円)

所管部署

事務事業名称
４か年事業（上段：計画、下段：評価）

【進捗状況】

所管部署

４か年事業費計(単位:千円)

所管部署

事業種別

６　主要な事務事業の進行管理
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平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

※４か年事業費計は、第６次府中市総合計画策定時に算出したもので、今後の予算編成等により、実際の予算額と差が生じる場合があります。
　また、工事等に関する部分は、経常的経費とは異なるため、算定から除いています。

廃棄物収集運搬事業

生活環境部 ごみ減量推進課

主要な事務事業

0

排出ルールに基づいて収集
し、適正に各中間処理施設
へ搬入します。

排出ルールに基づいて収集
し、適正に各中間処理施設
へ搬入します。

排出ルールに基づいて収集
し、適正に各中間処理施設
へ搬入します。

排出ルールに基づいて収集
し、適正に各中間処理施設
へ搬入します。

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

排出ルールに基づき各中間
処理施設へ搬入している。

定期的に行われているミー
ティングなどにより、情報
交換を行い、安定的、効率
的で適正に中間処理施設へ
搬入している。

定期的に行われているミー
ティングなどにより、情報
交換を行い、安定的、効率
的で適正に中間処理施設へ
搬入している。

多摩川衛生組合管理運営事業

生活環境部 ごみ減量推進課

主要な事務事業

0

燃やすごみを焼却処理して
いる多摩川衛生組合の運営
については、他市の構成市
とも連携しながら、安定か
つ効率的な運営に努めます
。

燃やすごみを焼却処理して
いる多摩川衛生組合の運営
については、他市の構成市
とも連携しながら、安定か
つ効率的な運営に努めます
。

燃やすごみを焼却処理して
いる多摩川衛生組合の運営
については、他市の構成市
とも連携しながら、安定か
つ効率的な運営に努めます
。

燃やすごみを焼却処理して
いる多摩川衛生組合の運営
については、他市の構成市
とも連携しながら、安定か
つ効率的な運営に努めます
。

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

他の構成市とも連携しなが
ら安定的な運営を行ってい
る。

他の構成市と連携し情報共
有しながら、安定的な運営
を行っている。

他の構成市と連携し情報共
有しながら、安定的な運営
を行っている。

リサイクルプラザ管理運営事業

生活環境部 ごみ減量推進課

主要な事務事業

0

燃やさないごみ・容プラ、
粗大ごみ、びん・かん・ペ
ットボトルなどを処理して
いるリサイクルプラザの運
営については、その搬入さ
れたごみ・資源物を適正に
処理するとともに、収集後
の資源化率の向上に努めま
す。

燃やさないごみ・容プラ、
粗大ごみ、びん・かん・ペ
ットボトルなどを処理して
いるリサイクルプラザの運
営については、その搬入さ
れたごみ・資源物を適正に
処理するとともに、収集後
の資源化率の向上に努めま
す。

燃やさないごみ・容プラ、
粗大ごみ、びん・かん・ペ
ットボトルなどを処理して
いるリサイクルプラザの運
営については、その搬入さ
れたごみ・資源物を適正に
処理するとともに、収集後
の資源化率の向上に努めま
す。

燃やさないごみ・容プラ、
粗大ごみ、びん・かん・ペ
ットボトルなどを処理して
いるリサイクルプラザの運
営については、その搬入さ
れたごみ・資源物を適正に
処理するとともに、収集後
の資源化率の向上に努めま
す。

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

搬入されたごみ・資源物を
適正に処理するとともに、
収集後の資源化率の向上に
努めた。

搬入されたごみ・資源物を
適正に処理するとともに、
収集後の資源化率の向上に
努めた。

搬入されたごみ・資源物を
適正に処理するとともに、
収集後の資源化率の向上に
努めた。
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H28年度 H29年度 優
先
度当初予算額 決算額

当初予算額
事務事業の概要

事務事業
評価/

総合評価

重
要
度

事務事業名

事
業
種
別

人
件
費
事
業

７　構成事務事業の評価 （単位：円）

H28年度 H29年度

1 廃棄物収集運搬事業 10 1,580,181,000 1,580,487,099 1,588,291,000 廃棄物（資源）の収集運搬 B 1 A A

2 へい死犬猫処理事業 10 3,920,000 3,878,298 4,481,000 へい死犬猫の収集運搬 B 4 A C

3 リサイクルプラザ管理運営事業 20 483,320,000 471,263,369 474,527,000 府中市リサイクルプラザの管理及
び運営

B 1 A B

4 ごみ処理施設等運営事業 10 270,360,000 270,263,856 296,888,000 焼却・し尿処理施設承継事務及び
最終処分施設運営負担金

B 1 A B

5 多摩川衛生組合管理運営事業 10 986,652,000 986,651,323 631,659,000 中間処理施設運営負担金 B 1 A B

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合 計 3,324,433,000 3,312,543,945 2,995,846,000


